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（第３５週） 　（調査医療機関8か所の総患者数）
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＊竹田市感染症情報（竹田市独自集計）＊

【新しい

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎にご注意ください
A群溶血性レンサ球菌咽頭炎は、A群溶血性レンサ球菌による感染症で、子どもに多くみられます。主な症状は、突然の発熱、

のどの痛み、扁桃の腫れや発赤などです。飛まつや接触により感染するため、手洗いや咳エチケットが大切です。発熱やのどの痛みが
ある場合は、早めに医療機関を受診しましょう。抗菌薬が処方された場合は、症状が改善しても自己判断で中止せず、指示された
期間きちんと最後まで服用することが重要です。

突発性発疹について
突発性発疹は、主に生後6か月〜1歳ごろの乳幼児に多い感染症です。突然38℃以上の高熱が3〜4日続き、熱が下がった
後に、体幹を中心に赤い発しんが現れるのが特徴です。発熱中は機嫌が悪くなることがあります。基本的には自然に回復しますが、
高熱に伴う熱性けいれんに注意が必要です。けいれんが続く、意識がおかしい、水分がとれないなどの場合は早めに医療機関を受
診しましょう。

体調管理に気をつけ、感染症対策に取り組みましょう
夏季休暇が終わり、新学期が始まるこの時期は、生活リズムの変化に伴う体調不良や、集団生活の再開により、学校や地域社
会で色々な感染症が流行しやすくなります。
自分や家族、周囲の人達の健康を守るため、日頃から手洗いや換気などの基本的な感染防止対策に取り組みましょう。あわせて、
バランスのとれた食事や十分な睡眠を心がけて、体調管理を行いましょう。

大分県豊肥保健所 作成
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出典：内閣感染症危機管理統括庁ホームページ


